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この報告内容は、協会と加盟各校により整理したデータや意見に基づいていますが、共通の見解
を示すものではなく、とくに分析や提言などは報告者の責任により、まとめています。＊画像資料
は私立大学通信教育協会及び武蔵野美術大学の許諾により掲載しました。
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報告の概要

１ 社会人のための大学通信教育の変化

２ 大学通信教育における質保証

０．はじめに
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０．はじめに

1947(昭和22)年 学校教育法（通信教育の制度化）
大学基準協会「通信教育基準」

1949(昭和24)年 財団法人大学通信教育協会創立
1950(昭和25)年 大学通信教育の開始
1981(昭和56)年 大学通信教育設置基準制定（文部省令）
1998(平成10)年 大学院設置基準改正（修士課程通信教育）

同時双方向型メディア授業（遠隔授業）
2001(平成13)年 非同時双方向型メディア授業（遠隔授業）

卒業所要単位全てをメディア授業で可能に

2002(平成14)年 大学院設置基準改正（博士課程通信教育）
2014(平成26)年 大学通信教育設置基準改正

卒業所要単位全てがメディア授業の大学の校舎
面積基準の規制緩和（特区制度の本則化）
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０．はじめに

多様な資格・免許を加盟５９校でカバーして、合同入学説明会を実施。
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１ 社会人のための大学通信教育の変化
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１ 社会人のための大学通信教育の変化

大学通信教育の誤解と常識

1)誰にでもできる。
→入学資格があれば入学試験なしで入学でき
るアドミッション・ポリシーが大半。しかし、
ディプロマ・ポリシーは通学課程と同じとなる。

2)教育水準が「低い」。
→教育水準は通学課程と同じ。多忙な社会人
は、長期の計画的な在学が可能。
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１ 社会人のための大学通信教育の変化

大学通信教育は、大学設置基準と大学
通信教育設置基準の両方を満たすもの。

大学設置基準
（昭和31年10月22日文部省令第28号）

短期大学設置基準
（昭和50年4月8日文部省令第21号）

大学通信教育設置基準
（昭和56年10月29日文部省令第33号）

短期大学通信教育設置基準
（昭和57年3月23日文部省令第3号）

大学院設置基準 （通学と通信に共通）
（昭和49年6月20日文部省令第28号）

大学教育の水準と、通信教育を行う水準の、両方が求め
られて、質保証が確保されている。 7



１ 社会人のための大学通信教育の変化

学校基本調査（大学通信教育）の年齢別統計が始まった1979(昭和54)年
から、各年齢層に広がる。40代以上の中高年も増大。
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１ 社会人のための大学通信教育の変化

学校基本調査（大学通信教育）では、
1968(昭和43)年から、職業別統計が
始まった。生涯学習ニーズによる定
年退職者、中高年・専業主婦・主夫
の無職等の比率も拡大している。
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１ 社会人のための大学通信教育の変化

大学通信教育、とくに学部教育は、大学等の
既卒者が専門知識を求めて社会人が編入学
する、「学び直し」、リカレント教育の場。

高等教育経験者＝編入学が四分の三を占める
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１ 社会人のための大学通信教育の変化

通信教育の学生は通学の一割以下、放送大学と私学のみ学校基本調査

授業料が低廉であることと、いくつかの公的支援

令和元年度 通学学生数 通信私学学生数 放送大学学生数 (計)通信学生数

大学学部 2,609,148 127,731 80,065 207,796 
大学院 245,621 3,337 4,447 7,784 
短期大学 113,013 20,860 0 20,860 

主要部分のみを
掲載

修学支援制度
貸与奨学金
(日本学生支援機構)

日本郵便

授業料等減免
額

（年額上限）

入学金減免
上限額

奨学金給付額(年額) 第１種奨学金 郵便料金

通信教育課程 130,000円 30,000円 51,000円
夏季・冬季ス
クーリング
／放送大学

88,000円
（年額）

第4種郵便
100ｇ以内
15円～

通学課程(私立)大学 700,000円260,000円

自宅 459,600円
自宅外
(月額)
20,000～
64,000円

第1種郵便

定
型
25g以内
84円～

自宅外 909,600円
定
形
外

50ｇ以
内120円～
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１ 社会人のための大学通信教育の変化

大学通信教育の学生は多様な目的で入学
⇒通学課程と比べて、学位取得までたどりつく学生
は多くない

⇒学力確認の機会の提供と長期在学を可能とする
仕組みを整備

＜取組事例＞
① 会場方式の単位修得試験を全国実施。
大規模校では各都道府県に試験会場。
② 同一科目で年度を超えて学べる「履修継続」制度。
③ 4年の通信課程では在学期間10年以内を明記。その後も「再入学」な
どのライフスタイルにあわせた配慮も実施。

卒業者の超過年数。
文部科学省「大学通信教育等に
おける情報通信技術の活用に
関する調査研究協力者会議」平
成24年12月19日資料より



２ 大学通信教育における質保証
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２ 大学通信教育における質保証

印刷教材等による授業（通信授業）は、大学通
信教育として認可された場合のみ可能。

放送授業も、大学通信教育として認可された場合のみ可能。14

大学刊行の通信教育教科書
2020年度の武蔵野美術大学の
テキストの例

第一課題合格 第二課題合格 単位修得試験合格

教科書（1単位あたりA5判100頁が標準）
と1単位あたり1回のレポート添削。
単位修得試験は、全国各地の試験会場
に出席を求めて実施。

２単位科目では、第1レポート合格後に、第2レポートに合格して、各会場での修了認定試
験の受験資格を獲得。通学課程よりも、厳密な単位修得が前提となる。年度を超えて履修や、
不合格による再提出などの計画的な履修も可能。



２ 大学通信教育における質保証

通学課程の授業（講義、演習、実技、実
習）は、面接授業(スクーリング）にあたる。

1950年当初は夏期の長期のスクーリ
ングや通学課程の授業出席であった。

現在では、夜間や週末や地方など、
アクセスの選択肢が広がっている。
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２ 大学通信教育における質保証

メディア授業＝遠隔授業（通学課程も通信教育課程も共通）

メディア授業告示により、双方向性が厳密に求められる。「設問解答、添削
指導、質疑応答等による十分な指導を併せ行うものであって、かつ、当該
授業に関する学生等の意見交換の機会が確保されているもの」などの条
件がある。

メ
デ
ィ
ア
授
業

（
遠
隔
授
業
） 同時双方向型

（リアルタイム）

非同時双方向
（オンデマンド）
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通信教育課程のオンデマンドのメディア授業は、スタジオ収録
や専門スタッフの編集による番組スタイル授業作成が一般的。



２ 大学通信教育における質保証

四つの授業方式は、それぞれ学生に定着している。

メディア授業への希望は、近
年増大する傾向が見られる。
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「自分に一番合っている授業方法を一つだけ
お答えください。」 本協会『学生生活実態調
査』。回答数は平成23年度4110人、平成28年
度3020人。



２ 大学通信教育における質保証

4つの授業方式に及ぶICT活用の展開
授業方式 当初からの形式 その後の利便性の拡大

通信授業

印刷教材に
よる授業

教科書配付と
郵便提出の添削

・デジタル教科書やネット配信
・インターネット経由のレポート添削

面接授業
スクーリング

夏休みの長期
スクーリング

・インターネットでの登録や追加教材
・週末や夜間のスクーリングの普及

放送授業 テレビ放送 ・放送番組のインターネット配信

メディア授業
遠隔授業

テレビ会議
システム

・オンデマンド型の普及
・教員・学生相互の双方向性の確保
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通信授業のレポート提出や添削物の返却
も、郵便ではなく、インターネット経由が一
般的である。



２ 大学通信教育における質保証

大学通信教育におけるメディア授業の増大

メディア授業受講者は、面接授業
受講者の半分を大きく超えた。
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学校基本調査
各年度版より



２ 大学通信教育における質保証

2020年の通
学課程の学生
の意識でもメ
ディア授業へ
の希望が見ら
れる。
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この講義をもう一度、受講経験がなくはじめから受けるとすると、今のようなオンライン講義がいいか、対面講義がいい
か、どちらでしょうか？
原調査：東洋大学現代社会総合研究所ICT教育研究プロジェクト（松原聡東洋大学学経済学部教授＝代表）「コロナ禍
対応のオンライン講義に関する学生意識調査」2020年10月14日（ウェブ公開、同年7月調査、15大学1426件、回答率
44.7％） 検証調査：高橋陽一検証調査2020年12月4-10日、武蔵野美術大学教育原理及び教師論合計4授業、124件、
回答率60.2％



２ 大学通信教育における質保証

通信独自の水準維持＝協会ガイドラインの制定

「大学通信教育ガイドライン」2005(平成17)年
「メディア授業ガイドライン」2016(平成28)年
自己点検・評価／認証評価の大学通信教育独自の取り組み
情報の公開・公表の各大学共通のガイドラインとして

現在は「大学通信教育教職課程ガイドライン」を、国立大学教員や都
道府県と市町村の教育委員会連合会の協力（外部評価）を受けて制定
を準備中。
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２ 大学通信教育における質保証

メディア授業で問題となった事例（勧告）

22

（文部科学省、平成19年1月25日）勧告事項（根拠：学校教育法第15条第1項）（2）
「ビデオ授業の指導方法について」より

ビデオ授業は、多様なメディアを高度に利用して、授業を行
う教室以外の場所で行うことができる授業（高度メディア利用
授業）として位置付けられているところ。このビデオ授業につ
いては複数の指導方法が用意されているが、利用日時が限
定されていたり、回答までに1週間程度を要するなど、いずれ
も毎回の授業の実施に当たって質疑応答等の指導を十分に
行っておらず、高度メディア利用授業に関する大学設置基準
第25条第2項及び文部科学省告示に違反。



２ 大学通信教育における質保証

特区832の大学通信教育設置基準包括
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大学通信教育設置基準
（校舎等の施設）
第十条 通信教育学部を置く大学は、当該学部に係る大学設置基準第三
十六条第一項に規定する校舎を有するほか、特に添削等による指導並び
に印刷教材等の保管及び発送のための施設（第三項において「通信教育
関係施設」という。）について、教育に支障のないようにするものとする。
２ 前項の校舎等の施設の面積は、別表第二のとおりとする。ただし、通
信教育学部のみを置く大学であって、インターネットその他の高度情報通
信ネットワーク（以下この項において「インターネット等」という。）を利用し
て教室以外の場所のみにおいて授業を履修させるものについては、イン
ターネット等を利用して行う授業の特性を踏まえた授業の設計その他の措
置を当該大学が講じており、かつ、教育研究に支障がないと認められる場
合は、この限りでない。



２ 大学通信教育における質保証

特区832関連の大学通信教育設置基準改正の伴う通知
（対面性・学生支援の強調）
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２ 大学通信教育における質保証

メディア授業に求められる条件①
同時でも、非同時でも、双方向性が必須。
＊メディアを送るだけで、添削・試験をする場合は、法令上はメディアを
印刷物や放送の代わりに用いる通信授業や放送授業に該当する。

条文は本協会のメディア授業ガイドライン第10条第3号、第16条、第17条
25



２ 大学通信教育における質保証

メディア授業に求められる条件②
厳密な本人認証と学力の判定。

＊通常のID/PW方式だけでは、本人確認としては不十分。アクセス者が
本人であることの認証と、本人の学力の確認が必要。

条文は本協会のメディア授業ガイドライン第14条、第15条26



２ 大学通信教育における質保証

【本人認証の取組事例】
＊顔認証やリアルタイムの口頭試問の実施
＊第３の臨時パスワード送信など本人認証
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試験のたびにメール送付に
よる第二パスワードと６０分
の時間制限をする例
（武蔵野美術大学）



２ 大学通信教育における質保証

仮に「通学課程も124単位すべてがメディ
ア授業でよい」となったときの問題。
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①通信教育課程124単位メディア授業の
前提となった、双方向性や学力判定など
は可能か。
②有職社会人ではなく、18歳現役を中心
にしたフルタイム学生には、キャンパスで
の多様な人間形成の機会を保障するべ
きではないのか。



２ 大学通信教育における質保証

提起① 教育水準を確保したメディア授業の加速

非常事態宣言後の通学課程のメディア授業の普及
と、著作権法第35条改正の施行（補償金制度・本年4
月28日）により、メディア授業は今後も広がっていく。
しかし、ポストコロナ期を見据えると、設置基準とメ
ディア授業告示どおりの水準確保がない状態が通学
課程でみられ、このままでは学生の不満は拡大する
のではないか。

今後の通学課程・通信教育課程とも、ハイブリッド
型の展開において、教員・学生相互の双方向性の確
保が喫緊の課題である。
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２ 大学通信教育における質保証

提起② 学修成果が活かされるリカレント教育

大学通信教育の教育水準確保は、卒業資格
の社会的通用力のためにも、不可欠である。

リカレント教育の成果を人材育成として直接
に還元される企業社会において、大学通信教
育の活用が戦略化される必要がある。

「大学に行けなかった時代の通信教育」から、
「大学で学び直す時代の通信教育」への常識
の変化が必要となる。
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２ 大学通信教育における質保証

提起③ 社会人にダイレクトに届く経済的支援

私立大学と放送大学の努力で授業料の低廉
性は確保されているが、公的支援も低下する
傾向にある。目に見える「第4種郵便」もICT化
のなかで、効果は万能ではない。
社会人に魅力的な教育訓練給付金制度の4
年制大学への適用など、有職社会人が「働き
ながら学べる」という実感を保障する経済的支
援の充実が必要である。
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私立大学通信教育協会は、ポストコロ
ナ期の高等教育、すなわち短期大学通
信教育課程、学部通信教育課程そして
大学院通信教育課程が、すべての社会
人に、質保証の整った高等教育の場が
提供されるように、努力を続けます。

ご静聴ありがとうございました。

おわりに
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